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本
市
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策 

林は
や
し

　
恒つ

ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

介
護
保
険
の
総
合
事
業
と
地
域
づ
く
り

誰
も
が
安
心
し
て
出
か
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

逆さ
か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

共
働
き
家
庭
へ
の
子
育
て
支
援

人
工
内
耳
電
池
交
換
費
用
の
助
成
を

後ご
と
う藤

　
彰あ

き
ら

（
新
風
会
）

質
問　

共
働
き
家
庭
に
対
す
る
本
市

の
子
育
て
支
援
策
は
。

答
弁　

受
入
枠
拡
大
な
ど
で
待
機
児

童
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
と
も
に
、
育
児

休
業
中
の
入
所
も
拡
大
し
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

延
長
保
育
や
休
日
保
育
、
病
児
・
病

後
児
保
育
等
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
産
後
マ
マ
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
な
ど
幅
広
い
子
育
て
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
応
援
サ

イ
ト
ち
ゃ
い
た
か
も
好
評
で
あ
る
。

質
問　

人
工
内
耳
の
電
池
交
換
費
用

を
助
成
の
対
象
に
す
る
考
え
は
。

答
弁　

助
成
の
対
象
と
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
対
象

と
す
る
か
ど
う
か
は
当
事
者
か
ら
の

意
見
等
を
聞
き
検
討
し
た
い
。

質
問　

平
成
27
年
４
月
に
日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
Ｊ
Ｏ
Ｃ
パ
ー
ト

ナ
ー
都
市
協
定
を
締
結
し
た
が
、
本

市
で
の
活
用
状
況
は
。

答
弁　

協
定
に
基
づ
き
、
昨
年
中
に

２
回
、
市
内
の
中
学
校
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
教
室
を
開
催
し
た
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
を
講
師
に
迎
え
、
体
育
館

で
の
運
動
や
教
室
で
の
座
学
を
授
業

し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
教
室
を
通

じ
て
、
青
少
年
の
心
と
体
の
健
康
増

進
を
図
り
、
国
際
性
や
フ
ェ
ア
プ
レ

ー
精
神
を
学
ぶ
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

中学校で開催されたオリンピック教室

質
問　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
高

齢
者
へ
の
日
常
的
な
生
活
支
援
の
体

制
づ
く
り
を
モ
デ
ル
的
に
進
め
て
い

る
協
議
体
の
内
容
は
。
ま
た
、
介
護

職
の
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

と
の
兼
ね
合
い
は
。

答
弁　

生
活
支
援
整
備
事
業
と
し
て
、

多
様
な
主
体
に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
地
域
特
性
に
応
じ
て
つ
く
る
も

の
で
、
７
地
区
で
先
行
的
に
設
置
し

て
い
る
。
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
高

齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
26

か
所
に
設
置
し
た
い
と
考
え
る
。
ま

た
、
安
全
性
が
重
視
さ
れ
る
身
体
介

護
は
、
専
門
職
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提

供
と
す
る
な
ど
、
支
援
の
内
容
に
よ

り
提
供
者
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

質
問　

新
た
に
策
定
す
る
第
２
期
バ

リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
考
え
は
。

答
弁　

第
２
期
基
本
構
想
で
は
、
新

た
に
駅
東
口
エ
リ
ア
を
加
え
、
駅
周

辺
地
区
と
し
て
エ
リ
ア
設
定
し
て
い

る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
、

外
国
人
旅
行
客
の
増
加
が
期
待
さ
れ

る
た
め
、
国
際
都
市
高
崎
に
ふ
さ
わ

し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
都
市
を
目
指
す
。

質
問　

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
ま
ち

を
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
憩
い
や
情

報
交
換
の
場
と
な
る
拠
点
施
設
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
整
備
す
る
考
え
は
。

答
弁　

車
椅
子
が
中
心
市
街
地
の
賑

わ
い
の
中
を
行
き
交
う
よ
う
な
エ
リ

ア
の
創
出
を
他
市
の
成
果
を
検
証
し
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
と
は
。

答
弁　

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る

嫌
が
ら
せ
や
い
じ
め
を
意
味
し
、
他

者
に
対
す
る
発
言
や
行
動
が
本
人
の

意
図
に
関
係
な
く
相
手
を
不
快
に
さ

せ
た
り
、
不
利
益
を
与
え
た
り
す
る

こ
と
な
ど
を
指
す
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

市
職
員
間
で
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
発
生
時
の
取
り
扱
い
は
。

答
弁　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
し

て
の
相
談
窓
口
は
な
い
が
、
職
場
の

苦
情
や
問
題
は
人
事
担
当
課
が
窓
口

と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
人

事
担
当
課
の
職
員
が
複
数
名
で
相
談

に
当
た
り
状
況
を
把
握
し
、
解
決
に

向
け
た
話
し
合
い
を
行
う
。
次
に
、

関
係
者
の
聞
き
取
り
で
事
実
関
係
を

確
認
し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

質
問　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い

て
、
次
世
代
育
成
や
男
女
共
同
参
画

な
ど
の
計
画
に
対
し
、
本
市
の
手
法

を
反
映
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
市
内

企
業
へ
情
報
発
信
す
る
考
え
は
。

答
弁　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
に
基
づ
き
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
を
支
援
し
、子
ど
も
の
健
や
か
な
育

成
を
図
る
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
次
期
男
女
共
同
参
画
計
画
の

策
定
に
向
け
た
意
識
調
査
を
行
い
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
を
実
現

す
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

本
市
と
し
て
は
、
率
先
垂
範
で
取
り

組
む
と
い
う
認
識
の
も
と
、
市
内
企

業
へ
の
情
報
発
信
に
も
努
め
て
い
く
。

件　　名 結果
報　告

専決処分（2件） 報告

承　認

専決処分（訴えの提起）（2件） 承認

条例の制定

地方活力向上地域における固定資産税の課税の特例に関する条例 可決

介護保険法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例 可決

行政不服審査法の改正に伴う関係条例の整備に関する条例 可決

行政不服審査法関係手数料条例 可決

消費生活センターの組織及び運営等に関する条例 可決

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律関係手数料条例 可決

条例の一部改正

一般職の職員の給与に関する条例等 可決

特別職の職員の期末手当の支給に関する条例及び教育委員会教育
長の給与等に関する条例

可決

民生委員定数条例 可決

養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例 可決

職員の育児休業等に関する条例 可決

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例 可決

非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例 可決

体育施設の設置及び管理に関する条例 可決

指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例

可決

保健所関係使用料及び手数料条例 可決

件　　名 結果
理容師法施行条例及び美容師法施行条例 可決
農漁業災害対策特別措置条例 可決（多数）
長期優良住宅の普及の促進に関する法律関係手数料条例 可決
八幡霊園条例 可決
一般関係議案
市道路線の廃止 可決
市道路線の認定 可決
市の区域内の字の区域の廃止 可決
財産の取得（中学校教師用指導書） 可決
資源物の分別作業中の人身事故に係る損害賠償に関する和解及び
その損害賠償の額を定めること

可決

群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議 可決
包括外部監査契約の締結 可決
高崎工業団地造成組合と高崎市との間における行政不服審査法の
規定により置かれる附属機関に係る事務の委託に関する協議

可決

高崎市・安中市消防組合と高崎市との間における行政不服審査法
の規定により置かれる附属機関に係る事務の委託に関する協議

可決

高崎市・安中市消防組合と高崎市との間における情報公開審査会
に係る事務の委託に関する協議

可決

土地取得 可決
平成27年度補正予算
一般会計（第6号）（第7号）（第8号） 可決
国民健康保険事業特別会計（第2号） 可決
介護保険特別会計（第3号） 可決
牛伏ドリームセンター事業特別会計（第2号） 可決

各常任委員会及び都市集客施設建設調査特別委員会において、付託された議案などを審査し
ました。質疑・答弁の一部を掲載します。委員会審査

都市集客施設建設調査特別委員会
質疑　新体育館建設事業における遊具設置工事の内容は。
答弁　体育館の周辺については、単に植栽を行うという
ことではなく、体育館の周りで、親子でいつでも遊べる
ようなスペースが良いのではないかと考え、周辺に遊具
を設置しようとするものである。

質疑　立体駐車場の駐車可能台数と利用料金は。
答弁　立体駐車場500台程度を予定し、平面駐車場と合
わせて850台となる予定である。また、新体育館にも
225台を計画しているため、合計約1,100台の駐車が可
能となる。駐車料金は、基本的には立体、平面駐車場と
も有料で対応したいが、詳細は現在検討中である。

市 民 経 済 常 任 委 員 会
質疑　たかさき縁結び応援団補助金の内容は。また、事
業実施後のフォローはどう行うのか。
答弁　企業やＮＰＯ法人等が地域での公共性の高い活動
において、結婚を希望する男女の出会いや交流につなが
る機会を提供するものに対し支援するものである。また、
事業実施した半年後、１年後という形で確認を行ってい
く予定である。
質疑　高崎ビジネススクール開催補助金の内容は。
答弁　高崎商工会議所が市内の大学生に対して、市内中
小企業への就職の機会づくりを行う事業である。市内企
業の経営者が講師となり、高崎経済大学や高崎商科大学
で講座を開催する予定である。

建 設 水 道 常 任 委 員 会
質疑　合併特例債の状況は。
答弁　平成28年度は、新体育館建設事業のほか２事業
に54億8,170万円を活用する予定である。合併特例債
の限度額は542億4,310万円だが、28年度の借り入れ
を合わせ485億5,900万円となる見込みである。
質疑　小学校周辺道路交通安全対策工事の内容は。また、
平成28年度の工事箇所の選定方法は。
答弁　小学校周辺300ｍ以内の生活道路に穏やかな段差
と減速を促す路面標示を設置するものである。28年度
は10校程度を予定しており、毎年実施している通学路
危険箇所総点検の結果を踏まえ、速度抑制が必要な路線
や危険な箇所を優先して工事を実施する。

まめ知識●●
レスパイトケア（P9参照）
郡衙（P9参照）

乳幼児や障害者、高齢者を在宅で介護（育児）する家族のため、一時的に代替しリフレッシュしてもらうサービスのこと。
日本の古代律令制度の下で、地方支配の拠点として置かれた役所のこと。

P11参照

さ
ら
に
詳
し
い
内
容
は
会
議
録
で

※
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書

館
で
５
月
末
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

件　　名 結果
後期高齢者医療特別会計（第1号） 可決
簡易水道事業特別会計（第1号） 可決
農業集落排水事業特別会計（第2号） 可決
駐車場事業特別会計（第2号） 可決
水道事業会計（第2号） 可決
公共下水道事業会計（第2号） 可決
平成28年度予算
一般会計 可決（多数）
国民健康保険事業特別会計 可決（多数）
介護保険特別会計 可決
牛伏ドリームセンター事業特別会計 可決
母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 可決
後期高齢者医療特別会計 可決（多数）
簡易水道事業特別会計 可決
農業集落排水事業特別会計 可決
駐車場事業特別会計 可決
土地取得事業特別会計 可決
水道事業会計 可決
公共下水道事業会計 可決
人事関係議案
副市長の選任同意 同意
人権擁護委員候補者の推薦 同意
議員提出議案
議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正 可決

　　　　　　　　　※（多数）表記以外は簡易採決

まめ知識●
●
人工内耳（P10参照）
ペアレントトレーニング

聴覚障害者の蝸牛に電極を接触させ、聴覚を補助する器具のこと。
発達障害児を持つ保護者のためのトレーニングで、子どもに対する適切な接し方を学ぶこと。

総 務 教 育 常 任 委 員 会
質疑　上野三碑のあずまや設置工事の内容は。
答弁　山上碑、金井沢碑の周辺市有地に、それぞれあず
まやを設置するものである。
質疑　箕輪小学校校舎
建設事業の木材調達業
務委託料の計画は。
答弁　箕輪小学校の構
造が木造となることか
ら、大量の高崎市産材
が必要となるため、事
前に木材を確保するも
のである。 改築予定の箕輪小学校

保 健 福 祉 常 任 委 員 会
質疑　こども発達支援センターの職員を2名増員する効
果は。
答弁　相談待ちの解消と早期支援体制の充実及び保育現
場への巡回指導や学校訪問など一貫した支援体制の強化
が図られる。また、ペアレントトレーニング等の保護者
支援もより一層充実させることができる。
質疑　生活保護受給者の生活実態やお金の使い道をどの
ように把握しているのか。
答弁　ケースワーカーによる定期的な家庭訪問や医療機
関からの意見聴取によって把握している。支給した生活
扶助は、法律上の制約はないが、必要に応じて生活保護
申請時や家庭訪問時などに注意喚起している。

議案等審議結果


